
福岡県の薬物乱用防止対策について

福岡県保健医療介護部薬務課 1

令和７年度福岡県薬物乱⽤防⽌講習会講師団講師研修会
令和７年１０⽉１７⽇（⾦）



本日の内容

１ 薬物乱用の現状

２ 薬物乱用防止の取組

３ 市販薬の乱用（オーバードーズ）について

４ その他
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１ 薬物乱用の現状
〇全国の現状
〇福岡県の現状
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H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

検挙人員 13,887 13,841 14,019 14,322 13,860 14,567 14,408 12,621 13,815 14,040

〇全薬物事犯検挙人員 （人）

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

検挙人員 11,200 10,607 10,284 10,030 8,730 8,654 7,970 6,289 6,073 6,306

〇覚醒剤事犯検挙人員 （人）

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

検挙人員 2,167 2,722 3,218 3,762 4,570 5,260 5,783 5,546 6,703 6,342

〇大麻事犯検挙人員 （人）

６年連続で１万人を下回っているが、昨年より増加した。

令和５年は、過去最多を更新し、令和６年も⾼い⽔準となって
いる。また、若年層の割合が非常に⾼く「若年者大麻乱⽤期」
の渦中にあると言える。

出典：R7.7.29 厚生労働省発表資料より
4

薬物乱用の現状（全国）



○ 覚醒剤事犯の検挙人員は⾼い⽔準で推移しており、その依存性
の強さから再犯者率が⾼い。（令和６年の再犯者率７８．１％）5

（福岡県警察本部薬物銃器対策課、少年課調べ）

覚醒剤事犯の検挙人員（福岡県）



○ 福岡県内の大麻事犯検挙人員は、平成２７年以降増加傾向にあり、
令和５年に４７５人と過去最多を更新した。また、検挙人員のうち
若年層（30歳未満の割合）が約８割を占めている。 6

（福岡県警察本部薬物銃器対策課、少年課調べ）
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２ 薬物乱用防止の取組
【啓発】
【取締り】
【再乱用防止】
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大麻乱用防止啓発 薬物乱用防止啓発
（薬物全般）

薬物乱用防止啓発
（小学生向け）

【啓発】薬物乱用防止啓発リーフレットについて



リーフレットの提供をご希望の場合は
電話０９２－６４３－３２８７ 又は 下記メールアドレスまでご連絡ください。

連絡先メールアドレス︓no-drugs@pref.fukuoka.lg.jp
①送付先（郵便番号、住所及び⽒名）、②連絡先（TEL）、③使⽤目的、④必要部数
を記載してください。 9

【啓発】薬物乱用防止啓発リーフレットについて
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【大麻による健康影響編】
（動画時間︓約１４分）

【大麻の誘いへの対処編】
（動画時間︓約１８分）

〇 中学生と専門家によるトーク番組風であることが特徴。
〇 中学生がクイズや実践に挑戦しながら学ぶ。

【県内中学校への動画の提供】
福岡県内の中学校には、令和４年１２⽉中にDVDを配布しました。

【活⽤の機会】
薬物乱⽤防⽌教室（外部講師）

（例）動画の上映＋講演

中学校から薬物乱⽤防⽌教室の
依頼があった場合は、本動画の
活⽤について学校とご相談いた
だきますようお願いします。

※希望される講師の先生に、DVDの貸出も対応できます。
薬務課麻薬係（092-643-3287）に相談してください。

【啓発】大麻乱用防止教育用動画について
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○若年層に「大麻の誘いに対する断り方」を伝えるため動画（TAIMA HAZARD）
を作成し、福岡県薬物乱⽤防⽌啓発サイトで公開（令和４年１⽉〜）
「大麻での逮捕編」「先輩からの誘い編」「学校での誘い編」を作成

福岡県薬物乱用防止啓発サイト

https://www.no-drugs-fukuoka.jp/

福岡県 薬物 検索

ゲーム特有のカメラワークにより、ゲームの世界に入り込んだ
ような感覚で視聴できます！

【大麻での逮捕編】
（動画時間︓約４分）

【先輩からの誘い編】
（動画時間︓約４分）

【学校での誘い編】
（動画時間︓約７分）

福岡県薬物乱⽤防⽌啓発サイト
からも視聴が可能です︕

【啓発】若者向け大麻乱用防止啓発動画について



２ 薬物乱用防止の取組
【啓発】
【取締り】
【再乱用防止】
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大麻に関する罰則

【取締り】大麻取締法等の改正について

〇大麻草由来製品（CBD製品等）に残留限度値が設けられました。
（限度値を超えるTHCを含む製品は規制対象になります。）

改正前 改正後
※麻向法の「麻薬」として規制

大麻の使用（施用） なし ７年以下の拘禁刑

大麻の所持 ５年以下の懲役 ７年以下の拘禁刑

大麻草由来製品（CBD製品等）の成分規制

種類 残留限度値 製品例
油脂（常温で液体のもの）
及び粉末 １０ppm CBDオイル・CBDパウダー等

⽔溶液 ０.１ppm 清涼飲料⽔・化粧⽔等
その他 １ppm 菓子類・電子タバコ等
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【取締り】危険ドラッグについて

〇福岡県では、危険ドラッグによる県⺠の健康被害の発生を防⽌するため
県内の店舗等から危険ドラッグ製品の買上検査を⾏っています。

〇令和７年２⽉に店舗から買い上げた製品について残留限度値を超える
濃度の麻薬成分Δ９－ＴＨＣ（テトラヒドロカンナビノール）が検出
されました。

製品画像

商品名
ＣＢＤ ＥＡＳＴ
ＧＵＭＭＩＥＳ
いちご味

性状

グミ



２ 薬物乱用防止の取組
【啓発】
【取締り】
【再乱用防止】
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【再乱用防止】少年向け大麻再乱用防止対策
近年増加している

大麻事犯で検挙補導された少年 を対象に

少年の大麻からの⽴ち直り⽀援に特化した

F-CANプログラム を実施

大麻乱⽤少年専⽤のワークブックを作成

プログラムの⼀例︓少年が取り組みやすいようイラストを多⽤



県警少年サポートセンターが⽴ち直り⽀援のノウハウを活かしながら、
ワークブックを⽤いて、マンツーマンでプログラムを実施。

＜実施機関＞県警少年サポートセンター

＜対象＞ 福岡県在住の１９歳以下の少年（性別は問いません）
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②薬物をやめたい少年
（相談による受講）①薬物事犯で検挙補導された少年

【再乱用防止】少年向け大麻再乱用防止対策
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【再乱用防止】福岡県大麻乱用防止サポート窓口

大麻の誘いを受けている少年 や 大麻使用経験がある少年 に対して、

薬物に頼らずに生きていくため の相談⽀援を⾏う窓⼝を設置（令和６年１０⽉２５⽇）

【特徴】

・ 大麻に関して困っている若者に特化

・ LINEを使って匿名で気軽に相談可能

・ ⼼理の専門家による大麻をやめるため
の⽀援（カウンセリング）などにも対応



【相談対象者】
① 大麻の誘いを受けて困っている、大麻使用経験がある等大麻に関する
課題を抱える若者

② ①の家族、パートナー、友人その他の関係者

【再乱用防止】福岡県大麻乱用防止サポート窓口
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開庁日
（１０時〜１６時）



３ 市販薬の乱用（オーバードーズ）
について
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市販薬乱用の現状
全国における現状

 薬物依存症の治療を受けた１０代患者の主たる薬物は、市販薬の割合がH26年の
０％からR６年には約72％と急増している。（※１）

 医薬品の過剰摂取が原因と疑われる救急搬送者数の約半分を10〜20代が占めて
いる。（※２）
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≪全国における医薬品の過剰摂取が原因と疑われる救急搬送者数（令和４年）≫
（消防庁及び厚生労働省調べ）

※１ 全国の精神科医療施設における薬物関連精神疾患の実態調査（2024年）
※２ 令和５年１２⽉１８⽇第11回 医薬品の販売制度に関する検討会 参考資料２ 22



市販薬乱用の現状
全国における現状

 過去１年以内に市販薬の乱⽤経験のある中学生の割合は全体の約1.8%。（※1）

 過去１年以内の市販薬の乱⽤経験のある国⺠の割合は全体の０．７５％。（※3）

≪約５５人に１人の割合≫  
※大麻の約４５倍 （大麻の過去１年間の経験率︓全体の約0.04%）

 過去１年以内に市販薬の乱⽤経験のある高校生の割合は全体の約1.6%。（※2）

≪約６０人に１人の割合≫  
※大麻の約１０倍 （大麻の過去１年間の経験率︓全体の約0.１６%）

≪約６５万人と推定≫
※大麻の約３.25倍 （大麻の過去１年間の経験率︓全体の約0.２３%）

※1 飲酒・喫煙・薬物乱⽤についての全国中学生意識・実態調査（2024年） ※2 薬物使⽤と生活に関する全国⾼校生調査（2021年）
※3 薬物使⽤に関する全国住⺠調査（2023年） 23



市販薬乱用の現状
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 福岡県においても、医薬品の過剰摂取が原因と疑われる救急搬送者数は増加傾向であり、
その約半数を10〜20代が占めている。

 救急搬送者数の男⼥別の割合については、⼥性が約７割を占めている。

福岡県における現状

26.0%

74.0%

男女別割合（令和６年）

男 女

≪福岡県における医薬品の過剰摂取が原因と疑われる救急搬送者数（令和６年）≫
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市販薬（一般用医薬品）の販売規制

 医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法施⾏規則等に
おいて、特定の成分を含有する全ての医薬品を、「濫用等のおそれのある医薬品」
として指定。

【濫⽤等のおそれのある医薬品】
以下に掲げるもの、その⽔和物及びそれらの塩類を有効成分として含有する製剤
・エフェドリン ・コデイン ・ジヒドロコデイン ・ブロモバレリル尿素
・プソイドエフェドリン ・メチルエフェドリン

【濫⽤等のおそれのある医薬品の販売方法】
 現状の販売規制では、市販薬の濫⽤対策が不⼗分であることから、法改正により

販売規制を厳格化。（R7.5.21公布。R8.5.1施⾏予定）

〇販売規制の⼀部概要
・ 販売時、他の薬局等での購入状況、氏名、年齢、多量購入の
場合の理由を確認

・ 若年者への大容量製品又は複数個の販売を禁止
25



福岡県における対策

 福岡県薬物乱⽤防⽌啓発サイトにおいて、市販薬乱⽤に関するページを掲載し、
市販薬乱⽤の現状と相談窓⼝（精神保健福祉センターや保健所の依存症やこころ
の健康相談窓⼝）の周知啓発を実施。

 県公式SNS（LINE・X）を活⽤し、医薬品の適正使⽤及び相談窓⼝の周知啓発を
実施。（年４回程度）

 厚生労働省が毎年実施している「医薬品販売制度実態把握調査」において、濫⽤等
のおそれのある医薬品の販売が不適切であるとされた店舗等に⽴入指導を実施。

福岡県薬物乱用防止啓発サイト

https://www.no-drugs-fukuoka.jp/

福岡県 薬物 検索

啓発サイトでは、
相談窓⼝や啓発資材の

紹介もしています
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福岡県における対策

令和７年度、小学生及び中⾼生を対象とした、
市販薬の適正使⽤促進を目的とする
啓発資材（パンフレット）を制作予定。

（令和８年２⽉頃完成予定）

現在使⽤可能な啓発資材例（厚生労働省）

中⾼生向け小学生向け
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４ その他
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薬物乱⽤防⽌講習会依頼者（学校・地域等）

福岡県薬物乱⽤防⽌講習会講師

福岡県薬物乱⽤対策推進本部（保健医療介護部薬務課）

福岡県薬物乱用防止講習会講師の派遣手続き
〜〜講師派遣から実施報告まで〜〜

①派遣依頼
（別紙様式１）

②講習会実施

③実施報告
（別紙様式２）

依頼者（学校等）は、講習会実施後、すみやかに実施報告書を薬務課宛てに
提出していただくことが必要ですが、失念されているケースがあるようで
す。
講習実施後、報告書の提出が必要であることを依頼者にお伝えいただけます
と幸いです。

お願い
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ご清聴ありがとうございました︕︕


